
16Tome

油麩丼で
登米市をＰＲ

ご当地グルメの祭典 「Ｂ－１
グランプリ in 姫路」に出場

　
味
は
A
級
、
値
段
は
B
級
で
安

く
て
う
ま
く
、
地
元
の
人
に
愛
さ

れ
て
い
る
地
域
の
名
物
料
理
や
郷

土
料
理
「
B
級
ご
当
地
グ
ル
メ
」。

　
そ
の
日
本
一
を
決
め
る
大
会
の

「
B
‐
1
グ
ラ
ン
プ
リ
i
n
姫
路
」

が
　
月
　
・
　
の
両
日
、
兵
庫
県

１１

１２

１３

姫
路
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
日
本
各
地
か
ら
B

級
ご
当
地
グ
ル
メ
が
集
結
し
、
過

去
最
多
の
と
な
る
総
勢
　
団
体
が

６３

出
店
し
ま
し
た
。
市
か
ら
は
「
油

麩
丼
の
会
」
が
中
心
と
な
り
、
登

米
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ
「
油
麩
丼
」

が
昨
年
の
神
奈
川
県
厚
木
市
で
の

大
会
に
引
き
続
き
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
2
日
間
で
過
去
最

多
と
な
る
　
万
５
千
人
が
訪
れ
、

５１

来
場
者
の
投
票
に
よ
り
順
位
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
、
優
勝
と
な
る

ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
岡

山
県
真
庭
市
の
「
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ

ば
」
が
輝
き
、
油
麩
丼
は
、
お
し

く
も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
2

日
間
に
わ
た
り
自
慢
の
丼
を
数
多

く
販
売
し
、
全
国
に
登
米
市
を
P

R
し
ま
し
た
。

 中
学
生
が
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

            　
　
市
内
中
学
生
に
よ
る
「
子
ど
も
議
会
」
開
催

　
市
内
の
中
学
生
が
産
業
や
環
境
、

教
育
、
福
祉
な
ど
市
の
市
政
課
題

に
つ
い
て
市
長
に
質
問
す
る
「
子

ど
も
議
会
」
が
　
月
　
日
、
市
議

１１

２０

会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
中
学
生
の
ま
ち
づ

く
り
や
行
政
へ
の
関
心
を
高
め
、

子
ど
も
の
視
点
か
ら
の
意
見
・
要

望
を
市
政
に
反
映
し
て
も
ら
お
う

と
、
花
と
め
青
年
会
議
所
（
尾
形

 晃
 理
事
長
）
が
主
催
し
今
回
で
３

こ
う回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
に
は
市
内
の
各
中
学
校
か

ら
　
人
が
参
加
し
、
佐
藤
 夏
  子
 さ

な
つ
 
こ

２３
ん
（
石
越
中
３
年
）
が
議
長
、
畠

山
 芽
  吹
 さ
ん
（
東
和
中
３
年
）
が

め
 
ぶ
き

副
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
東
日

本
大
震
災
の
復
旧
」
や
「
放
射
能

対
策
」
、「
自
然
環
境
の
保
護
」
な

ど
市
政
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
問

が
出
さ
れ
、
市
長
や
教
育
長
が

「
現
在
、
本
復
旧
工
事
に
向
け
実

施
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
間
も

な
く
国
の
査
定
を
受
け
ま
す
の
で

査
定
後
早
急
に
工
事
を
実
施
し
ま質問に対して答弁する布施市長

登壇し、市政についての質問をする中学生議員

す
」、「
市
の
空
間
放
射
線
量
は
安

定
的
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
安
全
を
守
る
た
め
、
今
後
も
空

間
放
射
線
量
を
継
続
し
て
監
視
し

て
い
き
ま
す
」、「
貴
重
な
動
植
物

な
ど
を
守
る
た
め
、
市
独
自
に
自

然
を
守
る
規
制
を
設
け
る
な
ど
、

保
全
事
業
を
行
い
ま
す
」
な
ど
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　
傍
聴
席
に
は
、
中
学
生
議
員
の

発
言
を
聞
こ
う
と
、
学
校
関
係
者

や
保
護
者
な
ど
が
傍
聴
に
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

子ども議会に参加した中学生の皆さん
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小さな一粒が
未来の森林へ

市民参加の
新たな森林づくり

　
大
切
な
森
林
を
次
代
へ
継
承
す

る
た
め
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

「
市
民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く

り
」（
県
、
市
、
米
川
生
産
森
林
組

合
共
催
）
が
　
月
８
日
、
東
和
町

１１

米
川
字
西
綱
木
地
区
の
山
林
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
み
や
ぎ
環
境
税

を
活
用
し
た
事
業
で
、
今
年
５
月

に
行
わ
れ
た
津
山
地
区
の
植
樹
祭

に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
業
に
は
米
川
小
学
校
の
全
児

童
や
関
係
者
１
５
０
人
が
参
加
し
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
５
０
０
本
の
植

樹
と
、
コ
ナ
ラ
や
な
ど
の
種
を
ま

き
ま
し
た
。

　
植
樹
で
は
、
児
童
た
ち
が
学
年

ご
と
に
分
か
れ
、
枯
葉
や
石
を
取

り
除
き
な
が
ら
、
一
本
ず
つ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
植
樹
後
に
は
米
川
小
学

校
で
、
木
製
の
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り

体
験
や
こ
の
秋
収
穫
さ
れ
た
新
米

お
に
ぎ
り
と
キ
ノ
コ
汁
の
昼
食
、

環
境
を
守
る
エ
コ
戦
隊
シ
ョ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
豊
か

な
自
然
の
恵
み
を
満
喫
し
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

選手に記念品が渡されました

地
元
の
選
手
が
全
国
で
大
活
躍

　
　
第
　
回
国
民
体
育
大
会
出
場
選
手
・
監
督
報
告
会

６６

植樹終了後には木工体験。プランターを作りました

　
第
　
回
国
民
体
育
大
会
「
お
い

６６

で
ま
せ
！
山
口
国
体
」（
　
月
１
～

１０

　
日
）
に
出
場
し
た
市
出
身
の
選

１１手
・
監
督
の
栄
誉
を
た
た
え
る
た

め
、「
第
　
回
国
民
体
育
大
会
出

６６

場
選
手
・
監
督
等
報
告
会
（
市
体

育
協
会
主
催
）」
が
　
月
　
日
、
ホ

１１

１１

テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
に
は
出
場
し
た
選
手
や

監
督
の
ほ
か
、
体
育
協
会
や
各
団

体
関
係
者
ら
　
人
が
参
加
。
選
手

５０

や
監
督
に
佐
々
木
 猛
 会
長
か
ら

た
け
し

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
受
賞
者
か

ら
は
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
「
今

年
の
反
省
を
ば
ね
に
、
更
な
る
上

位
入
賞
を
目
指
し
た
い
」
と
い
っ

た
、
来
年
度
に
向
け
た
意
気
込
み

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
体
出
場
選
手
は
左
記
の
と
お

り
で
、
市
出
身
の
選
手
・
監
督
が

活
躍
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

皆で協力しながら広葉樹の苗を植えました

出身地所　　属種　　目氏　　名No.

米山町 築館高校 陸上競技（選手）小野寺      亮１

仙台市 米谷工業高校 陸上競技（監督）野田   ともみ２

迫　町 黒川高校 ボート（監督）遊 佐    公 美３

迫　町 佐沼高校 ボート（選手）高 橋    吉 信４

迫　町 佐沼高校 ボート（監督）三 塚    芳 久５

南方町 佐沼高校 ボート（選手）亀 田    望 美６

津山町 佐沼高校 ボート（選手）阿 部  紗也香７

栗原市 佐沼高校 ボート（選手）武 田    朋 香８

登米町 聖和学園高校
 バスケットボール
　　　　　　　（選手）早 坂 　彰 恵９

南方町 東北高校 ソフトテニス（監督）中津川  澄 男１０

米山町 宮城県警察 柔道（選手）千 葉　 真 一１１

米山町 小牛田農林高 柔道（選手）佐々木      愛１２

東和町 東北学院大学 アーチェリー（選手）山 田　　  卓１３

東和町 志たかぢや クレー射撃（選手）後 藤　 孝 悦１４

第６６回国民体育大会出場選手・監督（敬称略）

国体で活躍された選手・監督の皆さん


